








要約　小児の骨塩量増加のための介入方策とその効果を明らかにするために、①介入方策

としてのカルシウム補充の効果の縦断的検討、②食事中からのカルシウム摂取量と骨量関

係の横断的検討をより多数例で検討するために超音波による骨量評価を行い日本人小児の

正常値を設定した。カルシウムを前年度に引き続き補充した群では明らかな腰椎の骨密度

の増加が観察され、介入方策としてのカルシウム補充の有効性が示された。


